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「新
聞
で
学
校
が
変
わ
る
」を
テ

ー
マ
に
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
回
講
演
会
が

‐３
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
開

か
れ
た
。
次
期
学
習
指
導
要
領
の

総
則
に
新
聞
活
用
学
習
が
盛
り
込

ま
れ
る
な
か
、
教
育
現
場
で
新
聞

を
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
と
、

小
中
高
校
の
教
員
や
大
学
生
ら
約

６０
人
が
参
加
し
た
。

前
半
は
、
日
本
新
聞
協
会
の
関

回
修
司
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

―
が
、

「学
校
を
、
地
域
を
巻
き

込
む
新
聞
の
力
～
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
や
っ

て
何
が
悪
い
！
」と
題
し
て
講
演
。

「Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
で
導
入
さ
れ
る

『主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
』に
合
致
す
る
。

子
ど
も
の
学
ぶ
力
の
向
止
に
も
つ

な
が
る
」
と
話
し
、
学
校
を
挙
げ

て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
利
点
を
説

い
た
。

後
半
は
、
東
京
都
北
区
立
滝
野

川
小
学
校
の
水
木
智
香
子
教
諭
も

加
わ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。水
木
教
諭
は
、

朝
学
習
の
時
間
を
使
い
、
全
児
童

が
週
に
１
回
新
聞
に
親
し
む
活
動

「Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」を
紹
介
し
、「Ｎ

Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
教
師
も
変
わ

っ
た
」
と
報
告
。関
口
氏
は
、教
育

委
員
会
や
地
域
と
と
も
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
し
た
。

朝
学
習
で
「Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」

基
調
講
演

関
口
修
司

氏

当
初
は

一
人
で
取
り
組
ん
で

い
た
。
新
間
を
活
用
す
れ
ば
子

ど
も
た
ち
は
育
つ
と
い
う
確
信

は
あ

っ
た
が
、
卒
業
す
る
と
新

聞
か
ら
遠
ざ
か
り
、
元
に
戻

っ

て
し
ま
う
。　
一
人
で
や
る
限
界

を
感
じ
、
学
校
や
教
育
委
員
会
、

地
域
を
挙
げ
て
組
織
的
に
取
り

組
む
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

小
学
校
で
は
２
０
２
０
年

度
、
中
学
校
で
は
２‐
年
度
か
ら

全
面
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学
習

指
導
要
領
で
は
、
未
知
の
状
況

に
対
応
で
き
る
力
を
子
ど
も
た

ち
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
タ
イ
ム

リ
ー
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る

教
材
が
必
要
だ
。
総
則
に
は
、

新
間
を
で
き
る
限
り
使
う
よ
う

に
と
の
趣
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
新
学
習
指
導
要
領
の
方

向
性
を
Ｎ
Ｉ
Ｅ

で
生
か
す

に

は
、
日
常
化
の
環
境
づ
く
り
、

学
校
司
書
の
活
用
、
複
数
紙
の

読
み
比
べ
が
大
切
だ
。

高
校
生
の
約
４
割
は
ほ
と
ん

ど
勉
強
せ
ず
、
中
高
生
の
自
己

肯
定
感
、
社
会
参
画
意
識
が
低

い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
女
子

高
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
平
均

使
用
時
間
が
５

・
５
時
間
に
上

る

一
方
で
、
高
校
生
の
新
聞
不

読
率
は
４
割
を
超
え
る
。
小
学

　̈
　
東
京
都
内
の
Ａ
公
立
小
学
校
　
　
一九
々
、
全
国
平
均
よ
り
点
数
が

　̈
で
、
知
識
等
を
実
生
活
の
様
々
　
　
高
い
小
学
校
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｉ

　̈
な
盪
口
に
活
用
す
る
力
な
ど
を
　
　
Ｅ
を
本
格
導
入
し
た
２
０
１
４

　̈
問
う
国
彗
Ｂ
、
算
数
Ｂ
の
結
果
　
　
年
度
以
降
、
全
国
平
均
と
の
差

　̈
を
、
全
国
平
均
と
比
較
し
た
６
　
　
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。

点
８５
　
７５

６５
　
５５

４５
　
　
　
点
９５

８５

７５

“

５５
４５

●
東
京
都
内
の
Ａ
公
立
小
学
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
効
果
検
証

６
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象
　
を
比
較
し
た
調
査
で
は
、
学

に
行
わ
れ
る
全
国
学
力
・
学
習
　
力
向
上
と
の
相
関
関
係
が
見
ら

状
況
調
査

（学
テ
）
か
ら
は
、
　
れ
た
。

判
断
の
根
拠
や
理
由
を
示
し
な
　
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

が
ら
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
　
く
に
は
様
々
な
「壁
」
が
あ
る
。

と
が
苦
手
だ
と
い
う
課
題
が
浮
　
新
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に

か
び
上
が
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
「新
聞
」
が
載
っ
た
の
は
、
Ｎ

新
学
習
指
導
要
領
で
う
た
　
Ｉ
Ｅ
に
と
っ
て
追
い
風
だ
。

わ
れ
た
主
体
的
・
対
話
的
で
深
　
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
に
は
、

い
学
び

（ア
ク
テ
ィ
ブ
〓
フ
ー
　
教
員
が
一
手
間
を
か
け
な
け

ニ
ン
グ
）
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
合
致
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の

す
る
。
学
テ
で
は
、
新
間
を
よ
　
一
手
間
で
二
手
間
分
、
子
ど
も

く
読
む
子
ほ
ど
学
力
が
高
い
　
た
ち
が
育
つ
。
学
級
、
学
校
、

と
い
う
分
析
結
果
が
出
て
い
　
地
域
を
巻
き
込
み
、
組
織
的
に

る
。
都
内
の
公
立
小
学
校
で
Ｎ
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
ん
で
は
じ

Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
前
後
の
学
力
　
い
。

せ
き
ぐ
ち

・
し
ゅ
う
じ
　
日
本
新
聞
協
会

Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。１
９
７
９
年
、

東
京
碁〓
六
大
学
卒
業
。
東
京
都
公
立
小
学
校

教
員
と
な
り
、
社
会
科
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
中
心
に

研
究

・
実
践
活
動
を
続
け
て
き
た
。
２‐
耐
耐
“

川
用
「
日
鋼
綱
劇
劇
Ч
ヨ
ｑ
例
州
引
糊
悧
劇
日
「

「匂
翻
倒
■
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」を
導
入
．
そ
の

活
動
は
、
区
内
の
金
公
立
小
中
学
校
が
新
聞

を
活
用
し
た
調

べ
学
習
な
ど
に
取
り
組
む

一新
間
大
好
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

』に
つ
な
が

っ

た
０

‐６
年
に
同
区
立
滝
野
川
小
学
校
を
退
職

し
、
現
職
。

口 圏 贔 轟 讐 税 粽l鵠醗 撃服
使った学校や家庭での教育・学習方法。1930
年代にアメリカで始まり、現在は世界70か
国以上で実践されている。社会性豊かな青
少年を育て、活宇文化と民主主義社会の維
持、発展につながるとされる。主権者教育を
充実させる手法としても注目されている。

地域巻き込み組織的に

週 1回切り抜き意見記す
Q 「NIEタ イムJっ て何だろう。
A 日本新聞協会の関口修司NIEコ ー

デ イネーターが、東京都北区の小学校長時
代に提唱・導入した、子どもたちが新間に

親しむ活動。子どもが主体の継続的な活動
で、全校児童が一斉に取り組んだ。

Q 具体的に、どんなことを。
A 新間を読み、記事を選んで切 り抜き、

ワークシー トに貼ってコメントをつけるの
が基本。コメン トは、記事を選んだ理由や
要約、感想や意見などを記す。
Q 小学校低学年では難 しいのでは。

A 鮮やかな色彩の写真や広告などを含
め、各自が興味のある記事を探すことは可
能。低学年でも十分取り組める。
Q 新聞はどう準備すればいいだろう。
A 家庭で購読している子が古新間を持

ち寄れば、クラス全員にいきわたる。新聞
社のNIE担 当に連絡を取り、割安な教材
価格で購読する方法もある。

Q どのように導入すればいいの。
A 教科・領域の年間指導計画には位置

づけず、朝学習などの隙間の時間を活用す
るのがお勧め。短時間でいいので、週に 1、

2回程度、定期的・ 継続的に取り組むこと
が大切だ。

Q 子どもはどのように変わるのか。
A 初めは「難しいJ「めんどうくさい」

と言 っていたのが、続けるうちに「薬しいJ

「やってよか ったJと 口をそろえるように

なる。教師主導ではなく、子ども主導で取
り組ませ、無理することなくコツコツと続
けるのがポイン トだ。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
に
取
り
組

む
児
童
・
北
区
立
滝
野
川

小
■
●
で
、
関
日
氏
提
供

）

NIE講 演会
「
新聞で学校が変わるJ
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バ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇―パ ネ リス ト…◇
関 口修司・ 日本新聞協会 NlEコ ーデ ィネー ター
水木智香子 。東京都北区立滝野 ,レ |ヽ学校教諭
■司会

'秋
山純子・ 読売 新間 NIE企 画デザ イナー

―
―
先
日
、
滝
野
川
小
学
校
の

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」
を
見
学
し
た

が
、
ど
の
学
年

・
ク
ラ
ス
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
新
間
に
親
し
ん
で

い
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。

水
木
　
△
マ
年
で
教
師
に
な

っ
て

５
年
目
。
６
年
生
の
担
任
を
務
め

て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
に
取
り

組
ん
で
子
ど
も
た
ち
も
変
わ

っ
た

が
、
私
自
身
も
大
き
く
変
わ

っ
た
。

新
間
を
読
み
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
も
見
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
と

つ
な
が
る
楽
し
さ
を
覚
え
た
。

―
―
導
入
す
る
コ
ツ
は
。

関
口
　
最
初
は
新
聞
社
が
提
供

す
る
、
記
事
に
設
間
を
つ
け
た
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
始
め
る

パ
ネ
ル

テ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
に
聞
き

入
る
参

加
者

水 木 智 香 子 ・

北 区 立 滝 野 川

小 学 校 教 諭

方
法
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
記

事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
感
想
な
ど

を
書
く
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し
た

シ
ー
ト
に
し

っ
か
り
と
コ
メ
ン
ト

を
書
こ
う
と
す
る
と
教
員
の
負
担

は
大
き
く
な
る
が
、
「
Ｇ

０
０
ｄ
」

の

一
言
で
も
か
ま
わ
な
い
。

―
―
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
記

事
を
選
ぶ
か
。

水
木
　
１
面
の
記
事
に
飛
び
つ

く
子
も
い
れ
ば
、　
一
貫
し
て
ス
ポ

ー
ツ
の
記
事
だ
け
を
選
ぶ
子
も
い

る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
思
考
が
見
え
て
く

る
。―

―
中
学
や
高
校
で
取
り
組
む

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

関
口
　
小
学
校
と
変
わ
ら
な

い
。
生
徒
た
ち
の
主
体
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
隙
間
の
時
間
を
使

っ

て
好
き
な
記
事
を
選
ば
せ
れ
ば
い

い
。
興
味
あ
る
記
事
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
し
て
発
信
す
る
の

は
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
魅
力
あ

る
活
動
だ
。

―
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
実
践
す
る
う
え

で
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

水
木
　
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
を

見
つ
け
る
の
に
苦
戦
し
た
。　
一
人

で
探
す
の
は
大
変
だ
が
、
他
ク
ラ

ス
の
担
任
と
一
緒
に
新
間
を
毎
日

読
み
、
情
報
を
共
有
し
て
記
事
を

見
つ
け
た
。
仲
間
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。

―
―
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
か
。

水
木
　
１５
分
間
で
新
間
を
選
ん

で
切
り
抜
き
、
要
約
と
感
想
を
書

く
活
動
を
初
め
て
さ
せ
た
と
き
、

時
間
内
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

子
は
１
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
１
年
間
続
け
る
と
２‐
人
が

提
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ク

ラ
ス
全
員
と
は
い
か
な
か
っ
た

が
、

‐５
分
間
で
書
き
さ
れ
る
力
が

着
実
に
つ
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の

ス
ク
ラ

ッ
プ
ノ
ー
ト
か
ら
、
そ
う

し
た
足
跡
も
見
え
て
く
る
。

―
―
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

水
木
　
体
育
館
で
書
き
初
め
の

会
を
し
た
と
き
、
後
か
た
づ
け
を

し
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
た

の

で
、
「
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
近

づ
く
と
、
下
敷
き
に
使

っ
た
新
聞

を
読
ん
で
い
た
。
「
な
ん
の
記
事
」

と
ほ
か
の
子
も
ど
ん
ど
ん
集
ま

っ

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

変
化
を
感
じ
た
瞬
間
だ

っ
た
。

関
口
　
あ
る
新
聞
社
か
ら
小
学

生
向
け
の
新
間
の
提
供
を
受
け
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
を
や

っ
た
こ
と
が

あ
る
。
３
年
生
の
子
が
私
の
と
こ

ろ

へ
や

っ
て
来
て
、

「
情
報
が
少

な
い
。
み
ん
な
切
り
抜
い
て
い
る

記
事
が
い

っ
し
ょ
だ
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
自
分
だ
け
が
見
つ
け
た

記
事
を
切
り
抜
き
、
コ
メ
ン
ト
を

読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
。
低
学

年
で
も
、
大
人
の
新
間
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ

タ
イ
ム
は
で
き
る
。

バネルデ ィスカ ッションの詳報を読売教育ネ ットワークの
ウェプサイ |ヽ (http:,水 yoヽ ku yomiuri cO jp,に 掲載 tン ます。
読売 ワークシー ト通信 (無料 )の申し込みも同サ イ トで .

静岡市立井宮小学校教諭の中村都
さん「今年 4月 にNIE実 践校に異
動 したばかりで、学校全体としてど
のように取 り組めばいいか悩んでい
た。講演もパネル討論も、自分の学校
でどう生かせるかと、ずっと考えな
がら聞くことができる内容だ った J

千葉大学教育学部 4年の鈴木建吾
さん「周 りの学生にNIEの 良さを
わかってもらおうと勧めている。『と
にかく一度やってみて」と言うのだ
が、新聞を読んでいない学生も少な
くないので、新間を目にする機会を
増やすことが必要だと思うJ


